
富山市の公共施設をめぐる 現状と課題

１ 公共施設の老朽化が進んでいます

２ 少子高齢化と人口減少で財政が厳しくなります

１

出典：富山市人口ビジョン 【H27との比較】

約6万9千人
減少(約3割)

Ｈ72では、65
歳以上の占める
割合が上昇
31.8％

約8万7千人
減少(2割)

・総人口→２割減

・生産年齢人口

→３割減

個人市民税
などの税収
減少

高齢者の占め
る割合
28.3%→31.
8%

医療・介護など
の社会保障費が
増大

公共施設にかけることのできる

お金はどんどん減少！



地域の皆様と、将来の公共施設の配置や
あり方について考えています。

地域別実行計画

２

細入地域にお住まいの方をメンバーに迎え、ワークショップを進めています！

地域の将来的な公共施設の再編方針は、地域の実情を踏まえ、公共施設の将来の整
備方針を定めるものです。具体的には、
①地域のまちづくりの課題を解決するための、施設機能の強化や配置のあり方
②限られた財源の中で、効率的な施設運営をしていくために、優先的に維持していく施設
機能は何か

③機能の重複している施設を整理していくための施設の配置や用途変更・統廃合等の整
備のあり方

などについて地域の状況を考慮することで、より実効性の高い計画を作成します。

優先して取り組むべき個別具体施設の整備方針は、地域の公共施設の中でも優先的に
取り組む必要のある施設を選定し、地域の将来的な公共施設の再編方針よりも具体的
な整備方針を検討するものです。
①優先して取り組むべき個別具体施設の名称
②施設の整備方針（改修・複合化・統廃合・廃止等）
③取り組み時期
等について明記します。

（１）地域別実行計画
地域別実行計画は、「富山市公共施設マネジメントアクションプラン」に基づき、地域の実情やニーズを踏まえ、公

共施設の再編に向けた方針を定めるものです。

（２）地域の将来的な公共施設の再編方針

（３）優先して取り組むべき個別具体施設の整備方針

地域の将来的な公共施設の再編方針

地域で優先して取り組むべき
個別具体施設の整備方針

地域別実行計画

地域の将来的な公共施設の再編方針

地域で優先して取り組むべき
個別具体施設の整備方針



これまでのワークショップのご意見をもとに
細入地域の地域別実行計画の方針（案）

をつくりました！

３

１ まちづくり・公共施設全般に関する課題解決の方向性（抜粋）

• 地域のシンボルでもある施設の取組みを工
夫する、空き家対策を行うなどにより、若い人
が魅力を感じ、外からも人が訪れる施設づく
りやまちづくりを行う。

• 民間への管理・運営委託により施設維持の
方法を模索する。

• 耐震性の不足や老朽化が懸念される施設、
利用率の低い施設は、利便性が変わらない
のであれば統廃合を検討する。

• 利用ルールの改変、積極的なPR、施設を利
用した新たな取組みの開始など、管理主体
の工夫により施設の利便性向上や活性化を
図る。

• 民間のノウハウを取り入れて運営面を強化す
る。

• 公共施設は避難所ともなることを考慮しつつ
再編を進める。

• 避難所や避難経路の安全性を確保する。

• 機能の質を維持しつつ統廃合を進めることに
より、施設の利用価値や利便性を向上させ
る。

• 大沢野との間の交通利便性の確保策を検
討する。

• 利用者が少なくても地域にとって大切な施設
があるため、利用者の声を聞きつつ需要を見
極め、必要なものを残していく。

• 施設形態は変わっても、子供や高齢者のた
めの機能や庁舎機能は地域のために残して
いく。

① 地域の活性化
 若者・観光客にとっての魅力が足りない。

⑤ 利用しやすさ・運営の工夫
 利用・稼働の少ない施設が散在している。
 管理者側に工夫の余地がある。

④ 安全性の確保
 適正な避難所配置・災害対策への不安・
懸念がある。

 空き家への懸念。

② 変化する社会ニーズへの対応
 社会ニーズと実態に乖離があり、利用・稼働
の少ない施設が散在している。

⑥ 効率化・財政負担の軽減
 老朽化の進む施設、稼働の少ない施設が
存在する。

③ 利便性の確保
 利便性の確保に不安・懸念がある。



４

これまでのワークショップのご意見をもとに
細入地域の地域別実行計画の方針（案）

をつくりました！

２ 地域の将来的な公共施設の再編方針（案）（抜粋）

• 細入地域の地理特性を考慮し、２地区の
集会施設は当面維持する。（ご意見）

• 防災上の必要となる避難施設の適正配置
を検討する。 （ご意見）

• 利用者の利便性向上に向け、周辺施設との
再編に併せ、複合化や多機能化を実行する。
（ご意見、市の方向性）

• 子どもの将来的な人数を想定したうえで、
ニーズに対応した施設を確保するとともに、園
児数を見極めながら運営する。（市の方向
性）

• 適正な教育環境の確保という観点から、学
校統廃合を含め、今後の小中学校のあり方
について、地域の意見も踏まえながら継続的
に見直しを進める。（市の方向性）

• 猪谷地区以外からの利用者もいるため、利
用状況等の動向を注視していく。（ご意
見）

• 博物館等については、より多くの方に利用い
ただける施設となるよう、積極的なPRや他の
施設との機能連携による利用者増を図りつ
つ、機能を維持する。（ご意見）

① 細入公民館、細入南部公民館
細入北部地区コミュニティセンター

⑥ほそいり保育所

⑤ 神通碧小学校、楡原中学校

②細入図書館、猪谷関所館

⑦細入総合福祉センター③猪谷プール

• 老朽化が著しいことから、他施設への機能移
転を図る。（ご意見、市の方向性）

• 地域の活性化につながる機能の導入につい
て検討する。（ご意見）

• 多くの方に利用してもらうために、積極的な
PRや更なるサービスの充実により利用者増
を図っていく。（ご意見）

⑧細入中核型地区センター④楽今日館、林林、天湖森



これまでのワークショップのご意見をもとに
優先的に取り組むべき個別具体施設の整備方針（案）

をつくりました！

５

細入中核型地区センターを
現在空きスペースとなっている
旧保健センター部分に移転

中核型地区センターを総合福祉センターに
複合化するプランA

案 • 行政サービスセンターの機能を総合福祉センターに複合化
• ホール機能は公民館を維持することで確保する

• 窓口のバリアフリー化によって利便性
が高まる

• 当面は公民館が維持されるため、
ホールを含め集会機能が多く維持さ
れる

• 公民館はバリアフリー化されておらず、
公民館利用者の利便性の向上は図
られない

• 公民館も老朽化しており、近い将来
その再編が課題となる

長所 課題

細入北部地区コミュニティセンターは地元や民間への譲渡、または廃止する

複合化・多機能化
維持
解体



６

細入総合福祉センターをリニューアルし、
細入公民館、細入中核型地区センターを
複合化

複合化・多機能化
維持
解体

総合福祉センターをリニューアルし、中核型
地区センターと公民館を複合化するプランB

案 • 中核型地区センターと公民館の機能を総合福祉センターに複合化
• 合わせて必要な機能が確保できるよう総合福祉センターのリノベーション
を行う

• バリアフリー化された総合福祉セン
ターへの複合化により、利用者の利
便性が高まる

• 老朽化した旧庁舎・公民館の２施
設の複合化が図られる

• リノベーションは行うが、ホールや会議
室などの集会機能は現在と比べるとど
うしても小さくなる

長所 課題

細入北部地区コミュニティセンターは地元や民間への譲渡、または廃止する



細入中核型地区センターを
細入公民館の空きスペースに移転

７

中核型地区センターを公民館に複合化
するプランC

案 • 中核型地区センターの機能を公民館に複合化
• 複合化に伴い事務室などの一部の改修を行う

• 行政機能の複合化のため、現状の
集会機能は概ね維持できる

• 改修等の施設整備費の負担が少な
い

• 公民館はバリアフリー化されておらず、
窓口や公民館利用者の利便性の向
上は図られない

• 公民館も老朽化しており、近い将来
その再編が課題となる

長所 課題

細入北部地区コミュニティセンターは地元や民間への譲渡、または廃止する

複合化・多機能化
維持
解体


